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■概要

監査役設置会社用、監査等委員会設置会社用及び指名委員会等設置会社用の全
ての様式において、「Ⅱ 経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他
のコーポレート・ガバナンス体制の状況」の中に「代表取締役社長等を退任した者の状況」
の記載欄を新設いたします。

１．コーポレート・ガバナンスに関する報告書様式変更に係る仕様変更

【入力画面イメージ】
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■仕様

１．コーポレート・ガバナンスに関する報告書様式変更に係る仕様変更

デフォルトは「記載しない」が選択されておりますが、
「記載する」を選択すると、各記載欄が入力可能になり
ます。「記載しない」の場合、自動生成されるHTML
ファイルやPDFファイルで全ての項目が非表示となり、
「記載する」の場合に表示されます。

記載したい者が複数いる場合は、「追加」ボタンを押
下することで記載欄を追加できます。削除したい場合
は「削除」ボタンから削除してください。削除すると
記載を戻せませんのでご注意ください。（一時保存
データに戻ることは可能です。）

必須記載項目はありません。
「記載する」の場合でも、任意の項目のみ
記載して提出することが可能です。空欄の
項目は「－」が表示されます。

「社長等退任日」は
「YYYY/MM/DD」で入力してく
ださい。（「2018/01/01」でも
「2018/1/1」でも入力可能で
す。）
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１．コーポレート・ガバナンスに関する報告書様式変更に係る仕様変更

【PDF表示イメージ】

「記載する」の場合のみ表示されます。「記載しない」の場合は上記全項目が非表示となります。
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■概要

決算短信及び四半期決算短信等並びに業績予想及び配当予想の修正等について、
現在TDnetで提供している入力フォーム上の表題や各見出し名等は和暦表示となっており
ますが、任意で西暦表示を表示できるようにいたします。（デフォルトは和暦表示です。）

２．決算短信等入力フォームの西暦表示対応

【イメージ】 設定を切り替えると、全ての和暦表示部
分が西暦表示になります。
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■和暦表示・西暦表示設定変更方法

２．決算短信等入力フォームの西暦表示対応

①画面上部の「各種設定」タブを
押下します。

②「会社基本情報の設定・確認」
の「設定」ボタンを押下します。
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２．決算短信等入力フォームの西暦表示対応

③「和暦・西暦選択」欄で任意の
表示方法を選択します。

④「保存」ボタンを押下し、設定
完了です。
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■ポイント

 決算短信及び四半期決算短信だけでなく、業績予想の修正及び配当予想の修正の
表示も切り替わります。

 決算短信 数値データ（XBRL）をTDnetで作成しない場合（印刷会社ツールで作
成する場合）についても、和暦・西暦表示を設定していただいて問題ありません。

 西暦表示に切り替えた場合、すでに和暦表示で開示済みである過年度の決算短信等
の訂正開示に当たっては、一度和暦表示に設定を戻したのちに、和暦表示で訂正開示
をお願いいたします。

 一時保存中の数値データ（XBRL）がある場合、設定を切り替えると当該一時保存
データの表示も切り替えることが可能です。設定切り替え後、当該一時保存データの作
成画面を再度開いた上で一時保存又は登録をしてください。（設定切り替えを行っただ
けでは自動的に変更されません。必ず再度作成画面を開いて保存し直してください。）

 一時保存中の数値データ（XBRL）等について、作成途中で設定を切り替える場合は、
「投資者が通期業績を見通す際に有用と思われる情報」（業績予想等）欄の見出し
名（各社で入力可能な見出し名）は自動的に切り替わらないためご注意ください。

２．決算短信等入力フォームの西暦表示対応


